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順調に観測を続けている,し か し,越冬成立 までの輸










2月,ベ ルギー隊のロア ・ボー ドワン基地を訪れるため,
この地に立寄ったこと,昭和58年2月,セールロンダー
ネ地域の基地建設予備調査のために,再 び,この海に来

























ができた,4へ 空輸 したD21型ブル ドーザーは,「あ
すか」での建設に至急必要であ り.「しらせ」機関科の
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タ ー を飛 ばす こ とが で きた.冷 凍 を忌 避 す る食 品,振 動
を避 け る べ き観 測 機 器 を4便 を もっ て 「あす か」 へ 直 送
した の は26月!「後 で あ った.一.一転 して28日は吹 雪,空 輸,
は もち ろ ん,陸 送 班 も行 動 で きず,「 あ す か 」 の 作 業 は
屋 内 だ け とな っ た.ま だ屋 根 の か か って い な い観 測 棟 に
は雪 が 吹 き込 み,野 積 み の 資 材 は 雪 に理 り,掘 り出 す の
に時 間 と労 力 を費 や す結 果 と な った,定 時 交信 で状 況 を
伝 え る鮎 川 副 隊 長 の 声 に は,い さ さか の悲 痛 感 が こ も っ
て いた.
29日,昼 少 し前 か ら天気 好 転.12:15から24:10まで
に20便を 「30マイル 」 に飛 ば し,冷 凍 ・冷 蔵 食 品,通 路
の 建 設 資 材 を送 る,「 あ す か」 で は 届 いた 冷 凍 品 は,冷
凍 庫 が 動 き出 す まで,雪 の 中 に埋 め て お く予 定 で あ っ た.
続 く30日は 明 る い 日で あ っ た.「30マイ ル」 へ20便を 送
る こ とが で きた し,何 よ り も観 測 棟 に屋 根 が 上 り建物 の
形 を なす に至 った.大 勢 で掛 る作 業が 片 付 い た の で あ る.
26日 「30マイル 」 経 由 で 重 力 測定 の ため に 「あ す か」 へ
赴 い た福 田隊 員 の 仕 事 が,無 事 終 っ たの も嬉 しい 知 らせ
で あ った.さ ら に,9時 間20分,25コー スの 航 空 写真 撮
影 を終 え,か ね て 待 機 して い た ピラ タ ス,セ スナ が,22
:45「あす か」 を発 ち30日03:40,無事,昭 和 基 地 へ帰
投 した の も明 る い知 らせ で あ った.東 か らの 逆 風 に悩 ま
され て の 飛行 で あ っ た と,後 か ら聞 い た.
12月31日大 晦 日,「 し らせ 」 で は空 輸 作 業 の か た わ ら
お 節 料 理 の準 備,「 あ す か 」 で は冷 凍 庫,造 水 タ ン クの
組 立 て 中,陸 送 班 の 雪.ヒ車 も権 を引 い て 走行 中.こ れ で
は 年 越 しの 雰囲 気 の 出 よ うは ず は な い.09:15第1便 が
「30マイル 」 へ飛 ん だ の を皮 切 りに ,第22便が 「しらせ 」
に戻 った の は21:40であ った.
1月1日,年 頭 行 事 もそ こそ こに 空 輸態 勢 に 入 る.艦
長 の 決 断 に 感謝 しな が ら天 候 の 回 復 を待 つが,遂 に空 輸
はで きな い.そ れ で も,燃 料 ドラム 以 外 の物 資 が す べ て,
今 日の 陸 送 便 で 「あす か」 に届 くとい う寺井 隊 員 の連 絡
で ほ っ とす る.18:00空輸 を断 念 し,鏡 割 りを し,僅 か
に 正 月 と な っ た.2日,.・ 日中 待 って も天 候 は回 復 せ ず,
22:00遂に こ の 日も空 輸 を断 念 す る.
3日,相 変 らず の 曇 天,昼 過 ぎ飛行 を試 み た が,ホ ワ
イ トア ウ トで 空 と雪 面 の 区 別 が つ か な い と飛 行 士 が 言 っ
た.17;07,よ うや く雲 の 合 間 を縫 っ て の空 輸 開 始.1
月4日09:10ま で の 徹 夜 連 続 空 輸32便で,ド ラ ム缶328
本 を 「30マイル」 に送 り,よ うや く輸 送終f.空 輸 した
物 資 量 は約305トン に達 した.
「あ す か 」 へ の空 輸 が 終 わ れ ば 「し らせ 」 は 昭 和 基 地
へ 急行 しな け れ ば な ら ない.昭 和 基 地 の 周 りの海 氷 が硬
い う ち に,雪 上 車 な ど の 大 型 重 量 物 の 氷 上 輸 送 と,
330keのバ ル ク燃 料 の パ イ プ 輸送 と を しな け れ ば な ら な
い か らで あ る.昭 和 へ 移 動 す るた め に は,「あ す か」 へ
の 輸 送,「 あ す か」 で の 建 設 に従 事 して きた,昭 和 基 地
で欝 鑑1;㌶灘 灘:
。川副。■
長,高 橋(茂)隊 員 と共 に,夕 刻 「30マイル 」 に 到 着,ヘ
リコ プ ター待 機 の 態 勢 に 入 っ た.し か し,天 候 は 悪 く ピ
ック ア ップ は翌 日持 ち 越 しと な っ た.
5日06:00,「しらせ 」 「30マイ ル」 共 に天 候 は 回 復せ
ず,遂 に 昭 和 越 冬 隊 員 を1{]でピ ック ア ップす る こ と と
し,鮎 川,高 橋 両 名 を随 伴 させ,SM50雪 上 車2台 で09
:45ム)に向 わ せ た.と こ ろ が,出 発 後 暫 くす る と,
「30マイ ル」 方 向 に雲 の 切 れ 間 が 現 わ れ た,す か さず ヘ
リコ プ ターが 発 進 す る,こ の時10:44.10:55雪上 車 隊
を ム 付 近 で 視 認,と の 連 絡 が 入 る,ピ ッ クア.ノブ した
隊 員 を乗 せ たヘ リコプ ター は11:26着艦.こ の 頃,再 び
黒 雲 が広 が り,数 分 を出 ぬ うち に 「しらせ 」 は降 雪 に包
まれ た.ま さ に 間.・髪 の ピ ックア フプで あ った.飛 行 甲
,板 に 降 り立 っ た何 人 か が,月 焼 け した顔 を ほ こ ろば せ て
言 った.「隊 長,も う越 冬 が 終 った よ うな気 が します 」と.
1㌫㍑ ㍑゜繍 」11、㍗瓢 弄●
の3人 は 「あ す かJへ 淘 った.そ の 後,「 あ す か 」 の 建
給油す る陸送班
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設 は 越 冬隊 員8,夏 隊4の12名 の 手 で進 め ら れた.冷 凍
庫,造 水 タ ンク,仮 設 作 業 棟 が1月 上旬 に 出 来,雑 工 事
で あ った通 路 も.1月28日 に竣]:し,こ こ で,「あ す か 」
で の 初 越 冬 が確 実 とみ ら れ るに 至 った.も っ ぱ ら陸 送 班
と して 活躍 した 七 一 ル ロ ンダ ー ネ地 学 調 査 隊 も,1月7
日に は 目指 す セ ー ル ロ ン ダ ー ネ に向 い,以 後35日の調 査
を行 う こ とが で きた.
昭 和 に 着 い た28次隊 は,そ こで の 輸 送,建 設,観 測 を
順 調 に 行 い,2月1日 に は,27次越 冬 隊 と交 替 し,基 地
の 維 持 に 当 る こ と とな っ た.
(筆者:第28次 南極 地 域 観 測 隊 長,
























き計上 され,昭 和63年度からの観測に向けて準備 を進
める.
3.共 同研究の推進















オー ス トラ リ ア南 極 観 測 隊(ANARE)は 今 シ ー ズ ン
"アイ スバ ー ド"と`'ネ ラ ダ ン"の2隻 の 船 で8回 の 南
極航 海 を行 っ た,私 は交換 科 学者 制 度 に もとづ き 第6次
航 海 に 参加 す る機 会 を得 た.こ の航 海 は本 年1月9日 か
ら2月19日 まで の 日程 で ア イス バ ー ドに よ りホバ ー ト市
か ら亜 南極 のバ ー ド島.ラ ンパ ー ト氷 河の 東 にあ る ラル
セ マ ン ヒル ズの ロ ー基 地 と西 に あ る ス カ リンモ ノ リス,
デ ー ビ ス基 地,モ ー ソ ン基 地 そ れ に ソ連 の ミル ヌ イ基 地
を経 て ホバ ー ト市 に帰 る もの で あ っ た.私 は ミル ヌ イ基
地 を除 く各 地 域 で 多 数 の 古 地 磁気 学 用 岩石 試 料 を採 集 す
る こ とが で きた.
ア イ ス バ ー ドは4378トン,長 さllOmの西 ドイ ツ の 民
間船 で あ る.4名 の 女性 を含 め僅 か21名の 乗 組 員 で 船 の
運航 と隊 員 の世 話 を して い る.船 内 に は24の隊 員 室 が あ
り93のベ ッ ドが 装 備 され,一 部 の部 屋 に は トイ レ と シ ャ
ワーが 付 い てい る.隊 員80名の顔 ぶ れ は様 々で 研 究 者 や
設営 隊 員 の他,画 家,マ ス コ ミ関係 者,法 律 家,外 務 省
の役 人 も乗 船 して い る.外 国 か らは私 の他,ス ウ ェー デ
ン,ス ペ イ ンそ れ に ウル グ ア イ国 か ら1名 ず つ が この航
海 に参 加 し た.こ の よ うな 多 彩 な 顔 ぶ れ か らANARE
の 余 裕 が 感 じ られ た.隊 員 の ほ とん どが 砕 氷 艦"し ら
せ"を 知 っ てお り,昨 年 の"ネ ラン ダ"救 出 が 良 い 宣 伝
に な っ て い た よ うだ.
こ こ で は紙 面 の 関 係 上ANAREで 体 験 し た その 一 部
を紹 介 した い と思 う.
ANAREは 必 要 とあ れ ば 気 軽 に夏 基 地 を 開 設 し野 外
調査 を精 力 的 に行 って い る.こ れ に は ア ップ ルハ ッ トと
呼 ば れ る グ ラ ス フ ァ イバ ー製 の リ ンゴ 型 を した300kgの
建物 と小 型 ヘ リコ プ ター の 利 用 が効 率 良い 野 外 調 査 に 重
要 な役 割 を演 じて い る.ア ップ ル ハ ッ トは4～5人 が 泊
まれ る大 き さで,分 解 せ ず に 小型 ヘ リコ プ タ ーで 運 べ る.
ロ ー基 地 で は2連 式 の ア ップ ル ハ ッ トを通 信 棟 に使 用 し
て い た.長 期 間 にわ た る 野 外 生 活 を行 うに は テ ン トよ り
は遙 か に快 適 で あ る.訪 れ た 夏 基 地 に は雪 上 車 等 の 車 両
は な くヘ リコ プ タ ーが 常 駐 して い る.野 外 調 査 の ため の
移動 は すべ て この ヘ リ コプ ター で 行 うこ とに よ り短 い 夏
を有効 に利 用 して い た.
モ ー ソ ンや デ ー ビ ス基 地 の 立 地 条 件 は昭 和 基 地 と比 べ
3
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極 めて 良 い.今 回 この ア イス バ ー ドの航 海 で は流 氷 を押
し分 けて 進 む だけ で 基 地 の 近 く まで 来 れ る し,モ ー ソ ン
基地 の 場 合,基 地 か ら僅 か20mの所 に船 を停 泊 させ る事
が で きる.デ ー ビ ス基 地 に は 砂 浜 の海 岸 もあ り,幅50cm,
長 さ2mも の 昆 布 の 断 片 が 漂 着 して い た.い か に リ ュ ツ
ォ ・ホ ル ム湾 の海 氷 条 件 が 悪 い か思 い 知 ら され た,
(筆者:国 立 極 地研 究 所非 生 物 系資 料 部 門 助 手)
南極観測隊便 り
一 第28次越冬隊の近況 一
昭 和 基 地
5月 は隠 や か なF1が多 く,特 に 中旬 に は好 天 が 続 い た
の で 日 々昼 の 時 間 が 短 くな る 中,様 々 な野 外 活 動 を行 な
っ た.航 空 機 オペ レー シ ョ ンは,ピ ラ タ ス機 を中 心 に,
延 べ12日間 に 及 び,慣 熟飛 行 か ら種 々観 測 飛 行 まで 行 な
っ た..・方,海 氷 上 で は とっつ きへ の ル ー ト工 作 を行 な
い,と っつ き岬 に地 震 テ レメ ー タ観 測 器 を設 置 した.基
地 内 で は,機 械 関 係 の 車 両,雪 ヒ車 の 整 備 を継 続 して い
る ほか,ホ ーバ ー ク ラフ トの 回収 や見 晴 ら しタ ン クか ら
の 送 油 をお こな った.観 測 関係 で は,オ ー ロ ラの 光 学観
測 が 本 格 化 し,オ ゾ ンや放 射 観 測 用 の 特 殊 ゾ ンデ をた び
た び飛揚 した ほ か,地 震 波 や電 気 抵 抗 に よ る海 氷 厚 測定
も試 み た.暗 くな る に 従 っ て忙 し くな った 感 の あ る 基地
生 活 で は あ る が,こ の 中で も着 実 に余 暇 活動 も行 って い
る.18日か ら南極 大学 を開 講,毎 週 月 ・木 に2時 限 ずつ
講 義 が あ り全 員 が専 門 あ る い は趣 味 な ど 自由 な テ ー マで
担 当 す る こ とに な っ て い る.氷t:ソ フ トボ ー ルk会 は ダ















外 デ ポ 物 品 の 整 備 を終 え,排 水 孔 雪 洞 の 拡 幅IISfを始 め
た.生 活 面 で は,水 耕栽 培 が発 電 棟 の 一一隅 を利 用 して 開
始 され,新 鮮 な 野菜 の 出荷 が始 ま り,南 極 大 学 が25日に
開 校 され た.ま た,ア マ チ ュ ア無 線 局 も開 局 され た.昭
和 基 地 と は毎 日の シ ノ ップ 通 報の 際,一 日一 手 の 囲 碁 を
皆 で 相 談 しな が らや っ て い る,太 陽 との 惜 別 は,計 算 上
17日と され て い た が,茜 色 の 夕陽 を北 の 地 平 線 に見 送 っ
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第12回南極明石シンポジウムー
6月8日 ～10日 の3日 間 当 研 究 所6階 講 堂 に お い て 研
究 所 主 催 の 標 記 シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催 さ れ た.真 夏 を 思 わ
せ る 天 気 の 中,112名 の 隅 石 研 究 者 や 学 生 が 参 加 し,貴
重 な 発 表 と活 発 な 討 論 が 行 わ れ 盛 会 で あ っ た.こ の う ち
招 待 者1名 を 加 え,10名 の 研 究 者 が 海 外 か ら 参 加 した,
国 別 で は,米 国 か ら4名,カ ナ ダ,英 国,オ ー ス ト リ ア,
ス イ ス,ポ ー ラ ン ド,ブ ラ ジ ル か ら 各1名 で あ っ た .発
表 論 文 数 は63編 で,日 本 人 研 究 者 の 英 語 で の 講 演 も例 年
に 比 べ る と 多 く,国 際 的 色 彩 の 強 い シ ン ポ ジ ウ ム と な っ
た.8日 午 後 に は 月 限 石 とY-691エ ン ス タ タ イ ト コ ン
ド ラ イ トの 特 別 セ ッ シ ョ ンが 設 け ら れ,コ ン ソ ー シ ア ム
研 究 の 成 果 が 発 表 され た.ま た9日 午 後 に は ウ ィ ー ン 大
学 のKoeberl博 士 の テ ク タ イ トの 起 源 に つ い て,10日 午
後 に は カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン デ ィ エ ゴ 校 のArnold教
授 に よ る 南 極 限 石 の 落 下 年 代 に つ い て の 特 別 講 演 が そ れ
ぞ れ お こ な わ れ た.
1.　Nishio　F、,　Ohmae　H、,　Osada　K,　and　Urazuka　S.:
　 　 　 Col[ection　of　Yamato　 and　 Sor　 Rondane
　 　 　 meteorites　inthe　l986・87　fie]d　season,　Antarc・
　 　 　 tica.
2.　Yanai　K.　and　Kojima　H.:　Pre]iminary　identifica・
　 　 　 tion　of　new　Antarctic　meteorites　collected　by
　 　　 Japanese　party　in　l986・87　season.
3.　Annexstad　J.　O.:　Meじhanisms　of　meteorite　con.
　 　 　 centratlons　i 　Antarctica.A　review.
4.　Yanai　K.　and　members　of　ANSMET　 US.:　Report


















































　 　 　 study　on　the　matrices　of　Yamate・790448　and　a
　 　 　 few　chondrites　by transmission　electron　micro.
　 　 　 scope・
20.　Watanabe　S.　and　Morimoto　N.:　A　subsilicic　alumi.
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 Yamato-79 and -82 achondrites and their parent 
 body. 
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Nagahara H., Kushiro  I., Mysen B. 0. and  Mori H.  
: Vaporization and condensation experiments on 
 olivine solid solution system. 
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Takahashi E. and Ito E.: Melting of  peridotite 
 under very high  pressure-II: A laboratory 
 simulation for early evolution of the earth. 
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Tazawa Y. and Sasaki T.: Chemical composition 
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